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１．はじめに 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）によって、東京電力福

島第一原子力発電所において極めて深刻な原子力事故が発生した。事故の発生以降、ニュースや

新聞などではほぼ毎日のように放射性物質の問題が取り上げられていたが、聞き慣れない専門用

語が多く飛び交ったこともあり、状況を把握できていない部分があった。

本報告では、『放射性物質による汚染』を主として、今回の問題について自分なりに理解・整

理することを試みた。

２．放射性物質 

（1）放射性物質の生成 

原子力発電では、ウランの核分裂エネルギーを利用することによって発電が行われている。

核分裂反応が起きる際には、ウラン原子から二つの原子核（ウランとは異なる別の元素が生

成する）といくつかの中性子に分裂する。今回の事故に関するニュースなどでよく耳にする

『放射性ヨウ素』や『放射性セシウム』などは、この核分裂によって出来た生成物の一種で

ある。これらの放射性物質は放射線を出しながらさらに別の元素に変わる（放射性崩壊）な

どして、安定した元素になるまで放射線を出し続けるため、人体への被曝が問題視されてい

る。

（2）『放射線』と『放射能』と『放射性物質』の違い 

『放射線』、『放射能』及び『放射性物質』は、似たような言葉で混乱しやすいが、厳密に

言うと以下のような違いがある。

・ 『放射線』とは『放射性物質』から発生し、α線、β線、γ線、Ｘ線及び中性子線といっ

た様々な種類がある。

・ 『放射能』とは『放射性物質』が『放射線』を出す能力のことをいう。

（3）単位の違い 

放射線による汚染レベル数値が発表される際に、『シーベルト』、『ベクレル』、『グレイ』と

いった単位が使用される。これらを整理すると、以下のようになる。

・ 『ベクレル』は放射性物質が出す放射線の量を示す数値に使用する。

・ 『グレイ』は放射線が当たった物質（地面など）に吸収される量を示す数値に使用する。

・ 『シーベルト』は放射線を浴びた人体に及ぼす影響の度合いを示す数値に使用する。

単位の接頭語に『ミリ』、『マイクロ』が使用されるが、『ミリ』は×10-3、『マイクロ』は×

10-6であり、1,000 倍の違いがあるので注意が必要である。 
また、放射線量の測定値の単位に『ミリシーベルト毎時』（又は mSv/h）と表示されている

場合があるが、これは『1 時間その場所にいて、放射線を浴び続けた時の放射線量』のこと

である。 



３．人体への影響 

（1）なぜ健康に悪いのか 

放射線は人間の生体細胞内の DNA を損傷させる。軽度の DNA 損傷は修復されるが、修復

が不可能な場合は細胞死を起こすか、DNA が損傷したまま細胞が生き残る。DNA 損傷が発

生し、それが修復されることなく固定された場合、細胞の活動が異常化し、癌や白血病を引

き起こす場合がある。 
また、放射線を受けた場合の人体への影響は、大きく２つに分けられる。１つは放射線を

受けた人の体に出る『身体的影響』であり、もう１つはその人の子孫に現れる『遺伝的影響』

である。 
 

（2）内部被曝と外部被曝 

人体が放射線にさらされることを『被曝』という。被曝には『内部被曝』と『外部被曝』

があり、空気中に浮遊する放射性物質を吸入したり、放射性物質が付着した飲食物を摂取し

たり、皮膚や傷口などから吸収したりすることを内部被曝という。一方で、放射線を体外か

ら浴びることを外部被曝という。 
放射性物質が体内に取り込まれた場合、消化官で吸収されて体内に蓄積されるが、その種

類によって蓄積される組織が異なる。例えば、放射性セシウムなどは全身にほぼ均等に分布

し、放射性ヨウ素は甲状腺に集まり、放射性ストロンチウムは骨に定着する。一般に多くの

放射性物質に対して、子供は成人より消化管吸収率が高く、今回の原発事故でも子供の甲状

腺癌が懸念されている。 
 

（3）数値で見る人体への影響 

放射線の影響は、受けた放射線の種類や量、全身に受けたのか体のごく１部に受けたのか

によって異なる。 
急性障害の例では、全身に一度に

500 ミリシーベルトを被曝すると、

リンパ球が一時的に減る。一度に

1,000 ミリシーベルトを被曝すると、

10%の人に吐き気や嘔吐などの症状

が出る。一度に 4,000 ミリシーベル

ト程度を被曝すると、受けた人の半

数が死んでしまい、7,000 ミリシーベ

ルト以上では、ほぼ 100%の人が死亡

する。 
なお、一般的な日本人は日常生活

の中で、1 ミリシーベルト（世界平均

は 2.4 ミリシーベルト）の放射線を

浴びている。さらに、胸部レントゲ

ン 1 回につき 0.05 ミリシーベルト、

CTスキャン 1回につき 6.9ミリシー

ベルトの放射線を浴びることになる。 
図 1 人体への放射線の影響 



（4）身を守る方法 

先述したように、放射線には様々な種類があるが、種類によって物質を通り抜ける力が異

なる。 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 放射線の種類と物質の透過能力 

 
このことから、学校のようなコンクリートの建物の中にいるだけでも、大体の放射線を防

ぐことが出来る。また、建物内に退避し、窓を閉めて外気を遮断することによって、空気中

の放射性物質を吸い込むなどの内部被曝を防ぐことも出来る。 
外出する際には、放射性物質を体内に取り込まないように注意することが必要である。放

射性物質は空気中の水の微粒子等に付着して飛んでくるため、これらのものが直に体につく

機会を最小限に留めることが重要である。具体的には花粉症の対策に近く、服装は長袖・長

ズボンを着用し、コートやマスク、帽子、サングラス（ゴーグル）などで防備する。 
また体に付着しても、ぬるいお湯で顔や手を洗ったり、風呂に入って石けんで洗ったりす

れば除去することが可能である。 
 

４．福島第一原子力発電所事故発生以降の汚染問題 

事故の発生以降、ベント（原子炉機格納容器内の圧力低下のための蒸気の放出作業）、水素爆

発、冷却水の漏水などにより、大気、土壌、海水に大量の放射性物質が放出された。この事故に

よる放射性物質の拡散により、様々な分野で汚染問題が発生している。以下に主な問題を抜粋し

て紹介する。 
 

（1）環境の汚染 

・ 東電によると、3 月 21 日、福島第一原発から南に 16 キロ離れた地点で海水を採取して調

べたところ、原子炉等規制法で定められている基準の 16.4 倍の放射性ヨウ素 131 が検出さ

れた。【朝日新聞】 
・ 文部科学省は 3 月 22 日、福島第１原発の事故を受けて初めて実施した土壌モニタリング

調査で、同原発から約 40 キロ離れた福島県川俣町内の土壌から 1kg あたり 4 万 3 千ベク

レルの放射性ヨウ素と 4 千 7 百ベクレルの放射性セシウムを検出したと発表した。また、

同 23 日には飯舘村内で土 1kg あたり放射性ヨウ素を 117 万ベクレル、放射性セシウムを

16 万 3 千ベクレル検出したと発表した。【産経新聞】 
・ 文部科学省は 5 月 6 日、福島第１原発から約 40～50 キロ離れた海域 2 カ所で採取した海

底の土から、放射性物質を検出したと発表した。【産経新聞】 
・ 東京都の 5 月の調査により、大田区の下水処理施設内の焼却灰から 1kg 当たり 1 万 540 ベ

クレルの放射性セシウムが検出された。【読売新聞】 



（2）食品（農産物、海産物、水道水）の汚染 

・ 厚生労働省は 3 月 19 日、福島県内で採取された牛の原乳と茨城県内で生産されたホウレ

ンソウから、食品衛生法の暫定規制値を超える放射性物質が検出され、原乳からは基準値

の 3～5 倍の放射性ヨウ素、ホウレンソウからは 3～7.5 倍の放射性ヨウ素のほか、一部で

基準値を超える放射性セシウムが検出されたと発表した。【共同通信】 
・ 5 月以降、神奈川県、茨城県、栃木県、千葉県の茶葉から暫定規制値を超える放射性セシ

ウムが検出された。これを受けて政府は 6 月 2 日、「生茶葉」に加え、生茶葉を乾燥した「荒

茶」も検査を行い、いずれも 1 キロあたり 500 ベクレルの規制値を超えた場合、原子力災

害対策特別措置法に基づく出荷停止にすることを決めた。【産経新聞】 
・ 茨城県の漁協は 4 月 5 日、北茨城市の近海で 4 日に採取したコウナゴ（イカナゴの稚魚）

から、暫定規制値の 1 キロ当たり 500 ベクレルを上回る 526 ベクレルの放射性セシウムが

検出されたことを明らかにした。ほかに 1,700 ベクレルの放射性ヨウ素も検出された。漁

協は、県全域でのコウナゴ漁を自粛すると発表した。【産経新聞】 
・ 東京都は 3 月 23 日、都水道局の金町浄水場（葛飾区）で、水道水 1 キログラムあたり 210

ベクレルの放射性ヨウ素が検出されたことを明らかにした。都では、食品衛生法で定めた

1 歳未満の乳児の暫定基準値（100 ベクレル）を超えているとして、乳児が飲むのを控え

るよう求めた。【産経新聞】 
 

但し、出荷制限及び摂取制限を受けたものについては、区域や対象物により制限が解除さ

れているものもある（平成 23 年 6 月 30 日現在）。 
 

５．島根県における放射性物質量の測定 

島根県では島根原子力発電所の周辺をはじめ、県内数カ所で放射線の監視が行われており、現

在、島根県内の放射線量に異常は無いとされている（平成 23 年 6 月 30 日現在）。これらの測定

結果は島根県の HP（http://www.pref.shimane.lg.jp/genan/monitor_kyouka.html）において確

認することが出来る。 
 

６．おわりに 

私達が住んでいる島根県にも『島根原子力発電所』があり、今回の事故は決して他人事ではな

い。私達は福島原子力発電所の問題を教訓として、原子力エネルギーを利用することの安全性に

ついて、電力を大量に消費している普段の生活について改めて考え直さなければならない。 
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